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質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 自治会が担う衛生的な環境づくりについて（２０分） 

 

自治会は、地域住民同士のつながりを深め、安全、安心で快適に

暮らせる地域づくりを推進しています。 

特に衛生的な環境づくりに欠かせない、ごみ集積所の管理や維持

は自治会が担っています。 

しかし、近年、自治会員数の減少や高齢化による担い手不足など

から、自治会は組織運営をするだけで精一杯なのが現状です。この

ような状況下で、地域の衛生的な環境づくりを推進する自治会役員

の負担が増加し、更なる担い手不足が加速しています。 

自治会が抱える衛生的な環境づくりの現状と課題についてお伺

いします。 

(１) 自治会の加入率について 

(２) ごみ捨てについて 

ア 非会員がごみを捨てることについての見解は 

 イ 集積所の設置、管理について 

ウ  不法投棄についての解決策は 

エ  自治会からごみ捨てについて、どのような要望がありま

すか 

（３） きれいなまちづくり運動について 

   ア  運動の目的と経緯について 

   イ  これまでの成果と課題について 

（４） 環境美化に対する自治会への補助金は 

 

２ 英語技能検定料金全額補助事業について （１５分） 

 

本市では、外国語教育の充実を図るために令和２年度から、中学

３年生の第２回目の実用英語技能検定料を全額補助しています。英

検の資格を取得することは、生徒にとって自信となり、学習意欲の

向上につながります。 

この事業についてお伺いします。 

（１） この事業を開始するに至った経緯について 

（２） ３級取得率の推移 
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（３） 英検取得は高校入試にどのように影響しますか 

（４） この補助事業を中学３年生の２回目にした理由について 

 

３ 不登校児童生徒に対する取組について （１０分） 

 

文部科学省は１０月３１日、「問題行動・不登校調査」の結果を

発表しました。それによると、２０２３年度に全国の国公私立小中

学校で「不登校」と判断された児童生徒は、前年度から４万７４３

４人増の３４万６４８２人と過去最多を更新しました。  

このようなことから本市の状況と課題解決に向けた取組につい

てお伺いします。 

（１） 不登校児童生徒数の現状は 

（２） 相談体制について 

（３） WISC 検査の活用状況について 

（４） 不登校児童生徒に対する取組について 
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